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今
月
の
主
な
ペ
ー
ジ

特集のページ

新年のあいさつ　町長・議長 （2・3P）

表紙の写真： 桜の名所をめざして記念植樹

　多奈川東畑地区にある関空二期の土砂採取跡地（多奈川地

区多目的公園予定地）で、多奈川小学校の児童たちと府民の

みなさんが、それぞれ11月30日と12月2日に桜の記念植樹を

行いました。この広大な土砂採取跡地に道が通り緑あふれる

頃には、岬の人々をはじめ、多くの人々が憩える空間が誕生

することでしょう。完成が待たれます。

　今日の出会いを忘れないよ。

　変わらず、ここでゆっくり大きく

なって、みんなの成長を楽しみにし

ているよ。

　そして、空を桜色に染めるほど花

を咲かせて、みんなを驚かせるから。

桜の記念植樹

多奈川地区多目的公園

予定地にて



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
、
私
の
希
望
で
、
時
間
の
許

す
限
り
各
種
団
体
が
主
催
さ
れ
て
い
る
行
事

を
は
じ
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
集
う
行
事

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
の
普

段
の
活
動
を
多
少
な
り
と
も
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
し
、
ま
た
み
な
さ
ん
が
抱
え

て
い
る
多
く
の
課
題
も
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
で
き
る
限

り
、
み
な
さ
ん
の
輪
の
中
に
飛
び
込
ん
で
行

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ

い
。

　
さ
て
、
「
岬
町
の
将
来
を
決
め
る
」
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
関
空
二
期
事
業
の
土

砂
採
取
跡
地
で
あ
る
多
奈
川
地
区
多
目
的
公

園
の
整
備
が
、
「
働
き
、
学
び
、
憩
え
る
、

新
し
い
“
さ
と
や
ま
”
空
間
の
創
造
」
を
基

本
理
念
と
し
て
、
昨
年
か
ら
動
き
出
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
128
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
公
園
内

で
は
水
路
整
備
工
事
を
既
に
発
注
し
、
現
場

着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
最
大
級
と

な
る
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
ビ
オ
ト
ー
プ

の
整
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ま
の
関
心
事
で
あ
る
事
業

活
動
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
行
っ

た
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
募
集
に
対
し
７
事
業

者
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、

慎
重
に
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
進
出
事
業
者
を
決
定
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
岬
町
と
の
共
存
共
栄
の
視
点
か

ら
、
緑
化
協
力
や
施
設
開
放
、
雇
用
な
ど
の

地
域
貢
献
、
環
境
学
習
や
食
育
の
取
り
組
み

等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
岬

町
に
と
っ
て
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
か
と
い
う
点
に
留
意
し
て

判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
島
地
区
で
計
画
し
て
い
ま
す
土

砂
積
出
し
桟
橋
を
活
用
し
た
「
海
釣
り
公
園
」

に
つ
い
て
も
、
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
勢
の
太
公
望
た

ち
が
、
こ
の
岬
町
を
訪
れ
る
日
も
近
い
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
規
模
事
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
町
の
財
源
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
補

助
金
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
、
住
民
の
み

な
さ
ま
へ
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
最
善
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
第
二

阪
和
国
道
の
延
伸
問
題
に
つ
い
て
も
、
い
よ

い
よ
今
年
か
ら
岬
町
域
で
も
工
事
の
槌
音
が

響
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
ア
ク
セ
ス

が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
地
価
の
下
落
傾
向
に
も

歯
止
め
が
か
か
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
岬
町
に
と
っ
て
、
大
き
な
分
岐
点

に
な
る
年
だ
と
考
え
ま
す
。
財
政
再
建
を
常

に
念
頭
に
置
き
、
財
政
が
緊
迫
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
事
業
費
削
減
を
継
続
し
な
が
ら
、

一
方
で
は
財
源
確
保
に
最
大
の
努
力
を
払
う

時
期
が
今
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
職
員
と

と
も
に
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
い
き
い
き
タ

ウ
ン
“
み
さ
き
”
」
を
め
ざ
し
て
今
年
も
積
極

的
に
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。そ

し
て
、
よ
り
一
層
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
、
住
民
の
み
な
さ
ま
の
参
画
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
今
月
号
表
紙
で
は
多
目
的
公
園
予
定
地
で

の
桜
の
記
念
植
樹
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
桜
の
新
名
所
」
に
し
よ
う
と
、
地
元
の
小

学
生
や
公
募
さ
れ
た
府
民
の
み
な
さ
ん
で
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
若
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
浮
か
ん
だ
私
の
夢
の
話
で
す
。
公

園
の
街
路
樹
に
包
ま
れ
た
道
路
を
ゆ
く
と
、

シ
ラ
カ
シ
の
大
木
が
訪
問
者
を
暖
か
く
出
迎

え
ま
す
。
春
、
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
緑
地
帯
を

ぬ
け
る
と
、
目
の
前
が
一
面
ピ
ン
ク
色
に
染

ま
る
。
眼
下
に
は
冬
の
眠
り
か
ら
覚
め
た
田

畑
が
広
が
る
、
い
か
に
も
の
ど
か
な
風
景
が

そ
こ
に
…
。
こ
の
風
景
は
必
ず
し
も
夢
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
実
現
可
能
だ
と
思
っ
て

い
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
の
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環

境
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
始
動
　
刷
新
岬
町

岬町長

石田 正弘

謹

賀

新

年



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
か
ら
何
か
と
岬
町
議
会
に
対
し
、
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
景
気
が

回
復
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
実
感
は

薄
く
、
住
民
税
を
始
め
、
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
料
な
ど
の
負
担
が
増
し
、
住
民
生

活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
わ
が
町
に
お
い
て
は
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
す
る
こ
と
な
く
危
機
的

な
財
政
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
物
件
費
・

人
件
費
等
可
能
な
限
り
削
減
し
、
改
革
を
進

め
て
来
ま
し
た
が
、
心
な
ら
ず
も
、
今
年
度

か
ら
受
益
者
負
担
の
名
の
も
と
に
各
種
公
共

料
金
の
負
担
増
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
会

と
し
て
、
町
財
政
を
維
持
す
る
た
め
、
修
正

を
加
え
な
が
ら
も
負
担
増
な
ど
住
民
の
み
な

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
下
で
は
あ
り

ま
す
が
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。
一
つ
は
、
第
二
阪
和
国
道
に
係
る
工

事
が
発
注
さ
れ
た
こ
と
で
、
阪
南
市
域
か
ら

淡
輪
ラ
ン
プ
ま
で
の
供
用
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
箱
作
ラ
ン
プ
、
い
わ
ゆ
る
北
側
か
ら
の

工
事
と
岬
町
側
か
ら
も
工
事
を
進
め
る
た
め
、

工
事
用
道
路
も
年
度
内
に
着
工
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
空
港
土
砂
採
取

跡
地
に
数
社
の
企
業
か
ら
進
出
を
希
望
す
る

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
や
町
行
政
の
建
て
直
し
に

必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
財
政
再
建

に
つ
い
て
は
、
現
状
を
さ
ら
に
把
握
分
析

し
、
よ
り
一
層
の
無
駄
を
省
く
事
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
未
来
に
向
け
て
中
長
期
の
町
創

の
た
め
に
不
可
欠
な
、
第
二
阪
和
国
道
の
建

設
促
進
と
町
に
と
っ
て
有
益
な
企
業
誘
致
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
、
町

行
政
が
回
復
で
き
る
よ
う
全
力
で
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
な
る

行
財
政
改
革
の
推
進
と
と
も
に
開
か
れ
た
議

会
を
め
ざ
し
、
議
会
改
革
に
つ
い
て
も
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
 

 

１
日
　
大
阪
府
町
村
議
長
会
定
例
総
会

  

〃 

　
農
業
委
員
会
研
修 

（
〜
２
日
）

３
日
　
岬
町
文
化
祭

４
日
　
人
権
淡
輪
地
域
協
議
会
グ
ラ
ン
ド
ゴ

　
　
　
ル
フ
大
会

７
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
日
　
農
業
委
員
会

９
日
　
行
財
政
改
革
委
員
会

11
日
　
ふ
れ
あ
い
教
育
フ
ェ
ス
タ

12
日
　
日
曜
朝
市
・
第
18
回
い
き
い
き
フ
ェ
ア
ー

16
日
　
阪
南
市
・
岬
町
第
二
阪
和
国
道
延
伸

　
　
　
連
絡
協
議
会
総
会

17
日
　
岬
町
健
康
づ
く
り
委
員
会

20
日
　
大
阪
府
町
村
議
長
会
正
副
議
長
等
研

　
　
　
修
会

  

〃 

　
例
月
監
査
（
〜
21
日
）

21
日
　
南
部
地
区
議
長
会
行
政
視
察
研
修

22
日
　
全
国
町
村
議
会
議
長
大
会

24
日
　
例
月
出
納
検
査

  

〃
　 

南
大
阪
湾
岸
南
部
流
域
下
水
道
組
合

　
　
　
定
例
会

  

〃 

　
農
業
委
員
会

25
日
　
人
権
週
間
記
念
事
業

27
日
　
６
役
会
議

  

〃 

　
議
会
運
営
委
員
会

  

〃 

　
全
員
協
議
会

  

〃 

　
第
二
阪
和
国
道
建
設
促
進
委
員
会

30
日
　
南
部
地
区
議
長
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　
財
政
再
建
に
向
け
て

議会議長

和田　博之

議
会
の
11
月
の
活
動

亥



文化スポーツ情報
　
全
日
本
ス
キ

ー
連
盟
公
認
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
に

よ
り
、
ス
キ
ー
初
心
者
か
ら
１
級
を

め
ざ
し
て
い
る
上
級
者
ま
で
、
ど
な

た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
講
習
だ
け
で
な
く
「
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
レ
ー
ス
」
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

▼
行
き
先
（
長
野
県
）

　
志
賀
高
原
横
手
山
ス
キ
ー
場

▼
宿
泊
先

　
「
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
志
賀
」
　
　
　

　
　
☎
０
２
６
９
│
34
│
２
４
６
３

▼
実
施
日
程

　
３
月
29
日
（木）
〜
４
月
１
日
（日）
　

▼
募
集
人
員
　
先
着
60
名

▼
対
象
者

　
岬
町
在
住
・
在
学
・
在
勤
者
ま
た

は
岬
町
体
育
協
会
・
岬
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
登
録
者

※
小
学
３
年
生
以
下
の
参
加
者
は
20

歳
以
上
の
引
率
者
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
費

　
３
０
０
０
０
円
／
１
名
（
バ
ス
代

・
宿
泊
・
食
事
８
回
分
・
講
習
・
５

級
〜
３
級
ま
で
の
テ
ス
ト
受
講
料
・

傷
害
保
険
を
含
む
）

※
申
込
み
時
に
、
リ
フ
ト
代
３
日
分

（
小
学
生
以
下
６
０
０
０
円
・
中
学

生
以
上
８
０
０
０
円
）
、
ま
た
、
貸

し
ス
キ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方
は
３
日

分
３
０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

　
現
地
で
は
４
月
１
日
の
夕
食
代
、

Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
料
（
バ
ッ
ジ
代
）
、
２

級
・
１
級
の
受
講
料
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
　
　

▼
集
合
日
時
・
場
所

　
３
月
29
日
（木）
　
午
後
９
時

　
　
①
岬
町
役
場
前

　
　
②
町
民
体
育
館
前

▼
帰
町
日
時
・
場
所

　
４
月
１
日
（日）
、
午
後
11
時
30
分
頃

集
合
し
た
場
所
に
戻
り
ま
す
。

※
交
通
事
情
に
よ
り
、
帰
町
時
間
は

多
少
の
遅
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
日
・
場
所

○
１
月
28
日
（日）
、
午
前
９
時
〜
11
時

○
役
場
・
１
階
会
議
室
（
旧
食
堂
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

ま
た
、
申
込
み
は
代
理
人
の
方
で
も

可
能
で
す
。

▼
申
込
時
に
必
要
な
も
の

　
参
加
申
込
書
、
健
康
調
査
表
（
小

・
中
学
生
だ
け
の
参
加
者
の
み
）
、

印
鑑
、
参
加
費
、
リ
フ
ト
代
、
貸
し

ス
キ
ー
代
（
希
望
者
の
み
）
　

※
参
加
申
込
書
・
健
康
調
査
表
の
用

紙
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

①
ス
キ
ー
教
室
開
催
中
の
事
故
は
、

保
険
の
範
囲
内
で
措
置
し
ま
す
。
そ

れ
以
外
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

②
小
学
４
年
生
〜
中
学
生
ま
で
の
参

加
者
は
現
地
で
の
ス
キ
ー
講
習
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

③
申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
は
、
キ

ャ
ン
セ
ル
料
が
か
か
り
ま
す
。
キ
ャ

ン
セ
ル
の
申
し
出
は
な
る
べ
く
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

④
初
心
者
ま
た
は
初
め
て
参
加
さ
れ

る
方
は
、
事
前
講
習
会
（
説
明
会
）

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
前
講
習
会
は
、
３
月
４
日
（日）
、

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で
、
役
場
２
階

会
議
室
で
実
施
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　
生
涯
学
習
課
　

☎
492
│
２
７
１
５

▼
主
催
　
岬
町
体
育
協
会

　
　
　
　
岬
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼
後
援
　
岬
町
教
育
委
員
会

▼
主
管
　
岬
町
ス
キ
ー
連
盟

　
『
太
極
拳
』
に
よ
る
健
康
づ
く
り

は
、
特
に
老
化
を
感
じ
や
す
い
下
肢

筋
肉
部
分
を
、
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き

の
中
で
強
化
し
、
独
特
の
呼
吸
法
に

よ
り
心
肺
能
力
を
高
め
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
で
、
長
く
続
け
る
こ
と
は
、
よ

り
効
果
的
で
す
。

　
身
近
で
参
加
し
や
す
い
公
民
館
活

動
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１
月
22
日
（月）
・
29
日
（月）

　
　
　
　
２
月
５
日
（月）
・
19
日
（月）

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

▼
と
こ
ろ
　
淡
輪
公
民
館

▼
講
師

　
奥
　
真
美
子
（
日
本
武
術
太
極
拳

連
盟
公
認
Ａ
級
指
導
員
）

▼
定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装

　
動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴

▼
申
込
方
法

　
１
月
14
日
（日）
か
ら
、
執
務
時
間
内

に
淡
輪
公
民
館
窓
口
又
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
）

▼
申
込
・
問
合
せ

　
淡
輪
公
民
館
　
☎
494
│
０
３
０
０

イ
ベ
ン
ト

岬
町
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集
！

公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
体
験
講
座

太
極
拳
で
健
康
づ
く
り

◎とき　1月13日（土）午前9時30分～11時
◎ところ　淡輪公民館
◎曲名　冬景色・寒い朝　ほか
※自由参加です。懐かしい歌を一緒に歌
いませんか。（参加費無料、クラブ入会
希望者は要会費）

童謡を“うたおう”のつどい童謡を“うたおう”のつどい童謡を“うたおう”のつどい童謡を“うたおう”のつどい

公民館登録クラブ「童謡をうたう集い」



　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、

只
今
、
平
成
19
年
４
月
入
学
生
を
募

集
中
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
（
資
料
無
料
送
付
）

▼
募
集
学
生
の
種
類

【
教
養
学
部
・
15
歳
以
上
】

①
科
目
履
修
生
…
６
か
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修

②
選
科
履
修
生
…
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修

③
全
科
履
修
生
…
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
の
学
位
の
習
得
を
め
ざ
す

【
大
学
院
】

①
修
士
科
目
生
…
６
か
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修

②
修
士
選
科
生
…
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修

▼
募
集
期
間
　
２
月
15
日
（木）
ま
で

▼
問
合
せ

　
放
送
大
学
大
阪
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
06
│
６
７
７
３
│
６
３
２
８

　
広
域
的
な
活
動
の
一
環
と
し
て
、

岸
和
田
・
貝
塚
・
熊
取
・
田
尻
・
阪

南
（
３
館
）
・
岬
の
各
公
民
館
で
活

動
し
て
い
る
方
々
の
演
技
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
他
市

町
の
公
民
館
活
動
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
　
１
月
28
日
（日）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　
貝
塚
市
立
山
手
地
区
公
民
館

▼
内
容
　
舞
踊
・
大
正
琴
・
コ
ー
ラ

ス
・
民
謡
・
三
味
線
・
フ
ラ
ダ
ン
ス

・
マ
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・

ジ
ャ
ズ
演
奏

※
岬
町
か
ら
は
、
民
謡
・
舞
踊
・
大

正
琴
の
み
な
さ
ん
が
発
表
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
494
│
０
３
０
０

　
岬
町
地
域
教
育
協
議
会
と
多
奈
川

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
共
催
で
、
人
権

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
「
出
会
っ
た
方
に
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど
こ
へ
で
も
出

か
け
ま
す
！
」
こ
れ
は
、
今
回
講
師

と
し
て
来
て
い
た
だ
く
、
車
椅
子
で

生
活
さ
れ
て
い
る
牧
口
さ
ん
の
言
葉

で
す
。

▼
と
き
　
２
月
22
日
（木）

　
　
　
　
午
後
１
時
50
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
多
奈
川
小
学
校
体
育
館

▼
内
容
　
「
思
い
出
づ
く
り
、
人
づ

く
り
」
講
師
…
牧
口
一
二
さ
ん

▼
問
合
せ

　
多
奈
川
小
学
校
　
泉
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
☎
495
│
５
０
２
８

　
囲
碁
・
社
交
ダ
ン
ス
・
子
ど
も
茶

道
・
和
紙
の
ち
ぎ
り
絵
・
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
・
大
正
琴
・
英
会
話
・
文
化
箏

・
書
道
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
墨
絵

・
茶
道
・
卓
球
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
太

極
拳
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
ど
ん
ぐ

り
こ
ろ
こ
ろ
（
就
学
前
の
子
ど
も
と

親
の
活
動
）
・
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
源
氏
物
語
を
読

む
会
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
・
シ
ャ

ン
ソ
ン
・
絵
手
紙
・
着
物
の
着
付
・

ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
・
朗
読
・
生
花
・

料
理
・
日
本
舞
踊
・
民
謡
・
リ
フ
ォ

ー
ム
・
童
謡
・
腹
話
術
・
煎
茶
・
フ

ラ
ダ
ン
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
・

水
彩
画
・
パ
ソ
コ
ン
・
カ
ラ
オ
ケ

※
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
ご
希
望
の
方

は
、
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
て

い
る
た
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
ク

ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
94
―
０
３
０
０

●
和
紙
ち
ぎ
り
絵

　
１
月
19
日
（金）
、
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
、
淡
輪
公
民
館
で
。

【
連
絡
先
】
　
尾
和
ま
で

  

　
　
　
　
　
　

☎
492
│
１
３
０
５

●
み
さ
き
写
真
同
好
会

　
１
月
20
日
（土）
、
午
後
７
時
〜
９
時

30
分
、
淡
輪
公
民
館
で
。

●
マ
ン
ド
リ
ン･

ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
１
月
13
日
（土）
、
27
日
（土）
、
午
後
１

時
〜
５
時
、
淡
輪
公
民
館
で
。

　
１
月
18
日
（木）
、
25
日
（木）
、
午
後
０

時
30
分
〜
５
時
、
孝
子
小
学
校
で
。

●
コ
ー
ル
ア
ゼ
リ
ア

　
１
月
11
日
（木）
、
18
日
（木）
、
25
日
（木）
、

午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分
、
淡
輪

公
民
館
で
。

●
岬
自
然
散
策
会

　
せ
ん
な
ん
里
海
公
園
へ
行
き
ま
せ

ん
か
。
１
月
27
日
（土）
、
み
さ
き
公
園

駅
前（
公
園
側
）、
午
前
８
時
集
合
。

箱
作
方
面
へ
５
km
ほ
ど
散
策
し
ま
す
。

水
筒
・
雨
具
持
参
。
小
雨
決
行
。

　
散
策
後
、
総
会
開
催
予
定
。
会
員

は
年
会
費
・
総
会
費
共
で
６
０
０
０

円
、
一
般
は
当
日
会
費
・
総
会
費
共

で
３
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。
参
加

希
望
者
は
、
１
月
19
日
（金）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
　
大
西
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
☎
494
│
０
０
５
０

　
次
回
は
三
社
参
り
（
三
輪
明
神
、

安
部
殊
院
、
談
山
神
社
）
で
す
。

４
月
入
学
生
募
集
！

放
送
大
学

カ
ル
チ
ャ
ー

阪
南
地
区
公
民
館
利
用
者

演
技
発
表
会

親
子
人
権
学
習
会

人
材
銀
行
に
よ
る
講
座

文
化
協
会

平
成
　 

年
度
　
淡
輪
公
民
館

18

登
録
ク
ラ
ブ
の
紹
介

◎と　き　1月18日（木）午前9時30分 

◎集　合　孝子小学校（みさき公園駅、午前9時13分乗車）

◎参加費　300円（保険代ほか）　※雨天中止

◎持ち物　弁当・水筒・帽子・手袋　※歩きやすい服装で

◎連絡先　岬町まちづくり住民会議　岡まで　☎ 492－5114　

野の花と出会う会野の花と出会う会 忠六峠越え
　をしませんか

毎月 8 日は
「こども安全デー」
　町内のこどもを犯罪から守るた
め、登下校時に通学路周辺や身近
なところで、こどもたちを見守っ
てください。みなさまのご協力を
お願いします。
　　　　　　　岬町教育委員会



図 書
だより
図 書
だより
図 書
だより

日 月 火 水 木 金 土

5 6

7
1
8 9
2 3 4
10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

　
昨
年
は
、
た
く
さ
ん
本
を
読
み
ま

し
た
か
？
「
忙
し
く
て
読
め
な
か
っ

た
」
と
い
う
人
も
、
今
年
は
図
書
室

を
覗
い
て
見
ま
せ
ん
か
。
読
み
た
い

本
と
出
会
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
要
望
に
お
応
え
で

き
る
図
書
室
を
め
ざ
し
ま
す
の
で
、

本
年
も
よ
り
一
層
、
図
書
室
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
図
書
室
で
は
、
府
立
図
書
館
へ
の

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
問
い
合
せ
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。
本
棚
に
な
い
書
籍
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
現
実
に
起
き
る
出
来
事
は
、
一
つ

の
「
結
果
」
で
す
。
「
結
果
」
に
は

必
ず
「
原
因
」
が
あ
り
、
そ
の
原
因

は
あ
な
た
の
心
の
中
に
あ
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
の
人
生
の
現
実
は
、

あ
な
た
の
心
を
映
し
出
し
た
鏡
だ
と

思
っ
て
も
ら
う
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
文
よ
り
）

　
『
娘
よ
！
妻
よ
！
絶
海
の
孤
島
か

ら
の
手
紙
が
胸
を
打
つ
』

　
水
涸
れ
弾
尽
き
る
凄
惨
な
戦
場
と

化
し
た
、
本
土
防
衛
の
最
前
線
・
硫

黄
島
。

　
そ
の
知
略
で
米
軍
を
最
も
怖
れ
さ

せ
た
陸
軍
中
将
栗
林
忠
道
は
、
粗
末

な
テ
ン
ト
に
起
居
し
な
が
ら
、
留
守

宅
の
幼
い
末
娘
を
夢
に
見
、
お
勝
手

の
隙
間
風
や
空
襲
の
心
配
を
す
る
愛

情
こ
ま
や
か
な
父
で
も
あ
っ
た
。

《
死
よ
り
も
、
苦
し
い
生
を
生
き
た

烈
々
た
る
記
録
》

　
《
第
135
回
　
直
木
賞
受
賞
作
》

　
ク
リ
ス
マ
ス
も
恋
人
も
携
帯
電
話

も
存
在
し
な
い
、
ひ
ど
く
か
ぎ
ら
れ

た
空
間
。

　
そ
れ
で
い
て
と
て
も
冴
え
冴
え
と

し
た
、
居
心
地
の
よ
い
と
こ
ろ
。

　
思
え
ば
遠
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
し

ま
っ
た
も
の
だ
。
私
も
。
こ
の
男
も
。

　
き
も
ち
の
い
い
あ
さ
。
め
を
さ
ま

し
た
と
た
ん
、
い
そ
い
で
あ
そ
び
に

で
か
け
ま
し
た
。

　
と
っ
て
も
だ
い
じ
な
こ
と
を
わ
す

れ
た
ま
ま
・
・
・
。

　
「
お
ま
た
せ
し
ま
し
た
。
こ
の
バ

ス
は
み
さ
き
と
う
だ
い
い
き
で
す
。」

　
プ
ル
ル
ル
ン
。
プ
シ
ュ
ウ
。

　
え
き
ま
え
か
ら
う
み
に
む
け
て
バ

ス
が
は
っ
し
ゃ
し
ま
し
た
。

　
「
ピ
ン
ポ
ン
」
と
な
る
た
び
バ
ス

は
と
ま
り
ま
す
。

　
パ
ン
や
さ
ん
の

ま
え
、
し
ょ
う
ぼ

う
し
ょ
、
ふ
み
き

り
で
ま
っ
て
、
さ

か
み
ち
を
の
ぼ
り
、
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ

け
る
と
・
・
・
そ
こ
は
う
み
！

▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
494
│
０
３
０
０

１
月
の
図
書
カ
レ
ン
ダ
ー

本

の

紹

介

☆
鏡
の
法
則

　
人
生
の
ど
ん
な
問
題
も

　
解
決
す
る
魔
法
の
ル
ー
ル

著
者
　
野
口
　
嘉
則

　
　
　
総
合
法
令
出
版

☆
散
る
ぞ
悲
し
き

　
硫
黄
島
総
指
揮
官
・
栗
林
忠
道

著
者
　
梯
　
久
美
子

　
　
　
　
　
新
潮
社

☆
ち
ゅ
っ
、
ち
ゅ
っ
！

文
　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ル
ド

絵
　
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ー
ブ
ン
ズ
＝
マ
ル
ゾ
ー

訳
　
な
か
が
わ
　
ち
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　 

主
婦
の
友
社

☆ 

う
み
へ
い
く

　
　
　
ピ
ン
・
ポ
ン
・
バ
ス

文
　
竹
下
　
文
子

絵
　
鈴
木
　
ま
も
る

　
　
　
　
　
偕
成
社

☆
風
に
舞
い
あ
が
る

　
　
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

著
者
　
森
　
絵
都

　
　
　
文
藝
春
秋

　
○
は
淡
輪
公
民
館
図
書
室
休
み

　
色
字
は
ア
ッ
プ
ル
館
休
み

新
年
あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　子どもの健全育成や安全確保に熱意があり、次の

活動が少しでも可能な町民の方なら、どなたでも登

録していただけます。

①通学路等に立ち、声かけをするなどの見守り活動

②校区・小学校内の巡回活動（学校長の要請時）

③不審者情報があったときの見守り活動

▼登録先　生涯学習課　☎492－2715（随時受付）

学校安全ボランティア募集中！



　
昭
和
24
年
の
こ
の
日
、
奈
良
県
の

法
隆
寺
金
堂
か
ら
出
火
し
、
世
界
的

至
宝
と
さ
え
言
わ
れ
た
十
二
面
壁
画

の
大
半
が
焼
失
し
、
社
会
的
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
神
社
等
の
建
造
物
、
仏
像
、
絵
画

等
の
美
術
工
芸
品
、
古
く
か
ら
伝
わ

る
民
芸
品
等
の
文
化
財
は
長
い
年
月

の
間
、
我
々
の
祖
先
に
よ
り
守
り
伝

え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
国
民
的
財
産

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
財
産
を
火
災
、
震
災
そ

の
他
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
法
隆

寺
金
堂
が
焼
失
し
た
日
で
あ
る
１
月

26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定

め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財

の
防
火
設
備
の
点
検
と
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
消
防
演
習
な
ど
を
実
施

し
て
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
　

　
日
本
の
文
化
財
は
、
木
や
紙
な
ど

の
可
燃
物
で
造
ら
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
、
一
度
、
火
災
に
な
る
と
大
き

な
被
害
を
被
る
危
険
性
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
岬
町
に
も
貴
重
な
文
化
財
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
消
防
署
と
消
防
団

で
は
、
毎
年
、
こ
の
日
に
町
内
の
文

化
財
の
消
防
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
多
奈
川
地
区
の
産
土
神

社
に
て
消
防
訓
練
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
災
害
か

ら
守
り
、
次
代
に
継
承
し
て
い
く
た

め
に
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
岬
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
会
長
・
後
藤
と
み
子
）
は
、
昨
年

の
11
月
19
日
・
多
奈
川
中
地
区
、
11

月
21
日
・
孝
子
地
区
、
11
月
23
日
・

深
日
地
区
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
に

よ
る
救
急
講
習
会
を
実
施
し
、
延
べ

105
名
の
ク
ラ
ブ
員
が
、
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
勉
強
し
ま

し
た
。

　
こ
の
救
急
講
習
会
事
業
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
（財）
日
本
防
火
協
会
よ

り
心
肺
蘇
生
法
教
育
人
体
モ
デ
ル
及

び
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
等
の
訓
練
用

備
品
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
11
月
21
日
の
講
習
会
で

は
、
（財）
日
本
防
火
協
会
、
梅
次
盛
雄

総
務
振
興
部
長
様
、
（財）
救
急
振
興
財

団
、
小
暮
英
夫
企
画
調
査
課
主
査
様
、

大
阪
府
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
、小
林
次
子
会
長
様
が
見
守
る
中
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
及
び
地
域
の
女

性
達
は
、
一
生
懸
命
救
急
講
習
会
に

取
組
み
、
岬
町
民
一
人
一
人
の
尊
い

生
命
を
救
え
る
よ
う
熱
心
に
実
技
指

導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
岬
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

今
後
も
各
種
訓
練
や
講
習
会
を
継
続

し
て
行
き
ま
す
。

▼
問
合
せ

　
　
岬
消
防
署
　
☎
492
│
０
１
１
９

　
１
月
７
日

（日）
、
午
前
９
時
か
ら
淡

輪
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式
を
開
催
し

ま
す
。

　
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
492
│
２
７
５
９

▼
110
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

①
切
ら
ず
に
待
ち
ま
し
ょ
う
！

　
110
番
は
着
信
順
に
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
一
度
電
話
を
切
り
、
か
け
直

し
を
す
る
と
受
付
順
位
が
最
後
尾
と

な
り
、
さ
ら
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

②
最
初
に
事
件
名
を
言
う
こ
と
！

　
「
ひ
っ
た
く
り
で
す
」
「
交
通
事

故
で
す
」
等
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
の
か
を
簡
単
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

③
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
！

　
正
確
な
場
所
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、

○
○
郵
便
局
の
南
側
と
い
う
よ
う
に

分
か
り
や
す
い
目
標
物
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
標
識
の
支

柱
等
に
は
水
色
の
シ
ー
ル
状
の
も
の

で
上
段
３
桁
・
下
段
５
桁
の
番
号
が

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
通
報
の
際

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
（
現
在
地

認
知
シ
ス
テ
ム
）

④
通
話
は
落
ち
着
い
て
！

　
状
況
等
を
詳
し
く
お
聞
き
し
ま
す

が
、
そ
の
間
に
も
警
察
官
が
パ
ト
カ

ー
な
ど
に
指
令
を
出
し
、
現
場
へ
急

行
し
て
い
ま
す
。
正
確
な
情
報
を
落

ち
着
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
泉
南
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
☎
471
│
１
２
３
４

１１19
ダイヤル

岬消防署

１19
文
化
財
を

　
火
災
か
ら
守
ろ
う
！

岬
町
消
防
出
初
式
開
催
！

岬
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
救
急
講
習
会

を
実
施
！

１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

通
報
は
正
し
い
知
識
で
！

１
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」

泉
南
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



多奈川小学校の多奈川小学校の
古荘和也さんが見事受賞！古荘和也さんが見事受賞！
　読売新聞大阪本社が主催し、大阪府教育委員会
などが後援している「第
56回全国小・中学校作文
コンクール」において、
多奈川小学校の古荘和也
さんが見事入選しました。
　大阪府内の小・中学校
1303点の中から、大阪府
知事賞はじめ36点の受賞
作品の中に選ばれました。
　　　　　　教育委員会

　恒例となったメダカの放流は、多奈川小学校４年生の

児童によって、11月６日（月）、校区の東川と西川で行

われました。

　今年は、元貝塚市の方で校長をされていた淡輪在住の

川村甚吉先生が家の水田で飼育されたメダカ百数十匹

と、愛護会がビオトープで飼育したメダカと合わせ二百

匹余りを放流しました。

　紙コップに愛護会の人から分配されたメダカを放流す

る時の子ども達の顔、遠ざかるメダカを眺める瞳、子ど

も達には、終生忘れえない思い出となったこ

とでしょう。故郷を思う心と、環境に関心を持って

いただけることを願っています。

　　　　　　　　　　　　岬町文化協会　岬自然愛護会

第56回全国小・中学校作文コンクール

多奈川小学校の
古荘和也さんが見事受賞！

みんなで、力を合わせて自然保護！みんなで、力を合わせて自然保護！みんなで、力を合わせて自然保護！みんなで、力を合わせて自然保護！

　　　　　　　　　　　じじょう  　しょうがっこう　ちゅうがっこう 　そつぎょう              　　　　　　かた       やかんちゅうがく    
    

　いろいろな事情で小学校や中学校を卒業できなかった方、夜間中学に
べんきょう　       き　　

勉強しに来ませんか。
                                                  　 べんきょう

①「あいうえお」から勉強できます。
     　  　　ねん　 へいせい     ねん          がつ　　にちいぜん        う  　　　　　ぎむきょういく　     う　　

②1992年（平成４年）４月１日以前に生まれ、義務教育を受けていない
     ひと          にゅうがく

　人なら入学できます。
     じゅぎょうりょう

③授業料は、いりません。
　  こくせき   　  と

④国籍は問いません。
　  ちゅうがっこうそつぎょう    し かく

⑤中学校卒業の資格がとれます。
             じゅぎょう      　 げつようび　　きんようび          　　  ご　ご        じ 　　ぷん　　　  じ　　ぷん

⑥授業は、月曜日～金曜日までの午後５時30分～８時30分までです。
      にゅうがく　うけつけ       　　 がつ　　 にち　　 　　　　　　　ど 　　にち 　しゅくじつ

⑦入学の受付は、4月30日までです。土・日・祝日はのぞきます。

   もう　   こ             と        あ　  　　 さき
◎申し込み・問い合わせ先
　   きしきちゅうがっこうやかんがっきゅう     きしわだし       のだちょう  　ちょうめ

　岸城中学校夜間学級…岸和田市野田町２丁目19－19　☎438－6553
　   きしわだし      きょういくいいんかい    そうむか

　岸和田市教育委員会　総務課　☎423－9607

 やかんちゅうがく        べんきょう

夜間中学で勉強しませんか

　昨年、12月 27日に開幕し、大阪花園ラグビー場において開

催中の第86回全国高等学校ラグビー大会において、岬中学校

ラグビー部出身の４名のレギュラー選手が花園の頂点をめざ

し頑張っています。

　この４名の選手達以外にも大阪府、和歌山県と大勢の岬中

学校の卒業生が健闘し花園をめざしましたが、今一歩、力及

ばずに涙をのみました。４名の選手達には他の卒業生の分ま

で花園で精一杯活躍していただきたいと思います。

　今後とも、みなさんのご声援を宜しくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会

大阪桐蔭高等高校（大阪府）…四至本侑城、山本健太
東海大仰星高等学校（大阪府）…谷野智紀
江の川高等学校（島根県）…茂野洸気

岬中ラグビー部ＯＢ めざせ！花園の頂点を！岬中ラグビー部ＯＢ めざせ！花園の頂点を！
「読売新聞社賞入選」

多奈川小学校４年生　メダカの放流

MOA美術館阪南・岬児童作品展

●展示期間　１月22日（月）～31日（水）
●展示場所　岬町役場玄関フロアー
　18回目を迎えたＭOA美術館阪南・岬作
品展には、毎年、岬町から多くの児童作
品を応募しています。
　今年度、MOA美術館のご協力で、はじ
めて岬町で絵画・書写の受賞作品を展示
することになりました。
　ぜひ、子どもたちの作品を見にお越し
ください。
　　　　　　　　　　　岬町教育委員会

ライオンズクラブ平和ポスター展

●展示期間　１月９日（月）～19日（金）
●展示場所　岬町役場玄関フロアー
　ライオンズクラブ主催の平和ポスター
展です。毎年多数の町内の小学生がポス
ターを描いていますが、今回は優秀作品
を展示しています。

ま
ち

の



（
岬
川
柳
会
）

川
　
柳

（
Ｊ
Ａ
大
阪
泉
州
女
性
会
岬
支
部
）

俳
　
句

俳
　
句

木
枯
一
号
履
修
課
目
を
飛
ば
し
け
り
　
　
　
　
亀
谷
　
芳
枝

島
か
げ
に
秋
桜
の
海
開
き
け
り
　
　
　
　
　
　
坂
原
嘉
代
子

冬
晴
れ
や
句
碑
の
背
中
に
青
い
海
　
　
　
　
　
坂
原
 
　
梢

紅
葉
酒
湯
巡
り
四
肢
に
し
み
わ
た
る
　
　
　
　
佐
藤
美
根
子

短
日
や
会
話
の
尻
尾
出
来
ぬ
ま
ま
　
　
　
　
　
竹
内
み
よ
子

初
春
や
生
命
あ
ふ
る
る
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
西
　
 
糸
枝

鎌
倉
山
土
牢
あ
ん
ぐ
り
秋
の
声
　
　
　
　
　
　
松
尾
美
津
子

秋
空
に
朗
報
流
れ
母
子
健
や
か
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
文
代

ロ
ボ
ッ
ト
が
描
く
鬱
の
字
や
冬
の
雷
　
　
　
　
三
倉
　
澄
子

肩
白
き
人
魚
の
よ
う
な
大
根
引
く
　
　
　
　
　
南
出
佐
代
子

水
澄
む
や
み
手
し
な
や
か
な
観
世
音
　
　
　
　
八
十
田
正
代

枯
蓮
や
和
気
あ
い
あ
い
と
天
上
界
　
　
　
　
　
岩
田
　
史
子

は
か
ら
ず
も
毀
れ
る
生
命
か
ら
す
瓜
 
　
　
　
ば
も
と
と
し
お

熱
弁
に
徳
利
が
並
ぶ
縄
の
れ
ん
　
 
　
　
　
　
岩
井
　
孝
子

酒
酔
い
の
事
故
へ
の
怒
り
遣
り
場
な
し
 
　
　
井
伊
　
東
吉

去
年
今
年
長
生
の
幸
国
在
り
て
　
　
　
 
　
　
上
田
　
鉄
男

思
い
出
を
断
ち
整
理
し
た
粗
大
ゴ
ミ
　
 
　
　
大
森
　
年
子

娘
の
気
ま
ま
ど
こ
か
妻
に
も
似
た
気
性
　
 
　
小
川
　
悦
子

北
風
の
恵
み
待
っ
て
る
柿
す
だ
れ
　
　
　
 
　
小
畑
　
里
子

語
ら
い
の
マ
ッ
タ
リ
生
き
て
友
も
老
い
　
 
　
大
平
　
洋
子

主
義
主
張
持
た
ず
女
の
長
い
坂
　
　
　
　
 
　
太
田
扶
美
代

ク
レ
ヨ
ン
で
描
い
て
も
母
は
美
人
で
す
　
 
　
貴
志
　
　
勇

ま
だ
翔
べ
る
夢
に
じ
っ
く
り
竹
を
踏
む
　
 
　
岸
本
　
令
子

む
っ
つ
り
や
か
く
し
持
っ
て
る
人
情
味
　
 
　
久
保
み
や
こ

心
配
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
一
歩
と
し
　
 
　
高
橋
　
茂
平

マ
イ
カ
ー
族
た
ま
に
歩
く
と
雨
が
降
る
 
　
　
田
仲
　
と
み

へ
そ
く
り
が
少
し
溜
ま
っ
て
い
る
強
気
　
 
　
玉
置
　
重
人

か
く
れ
ん
ぼ
い
つ
か
花
野
に
消
え
る
身
を
　
 
辻
下
　
和
美

コ
ン
ビ
ニ
で
味
覚
麻
痺
す
る
現
代
っ
子
　
　
 
土
橋
　
房
枝

敵
味
方
終
わ
れ
ば
友
に
甲
子
園
　
　
　
　
 
　
中
原
　
　
勝

秋
深
く
綴
れ
織
り
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　去る11月22日大阪府庁知事公館において、岬町保護司会のみなさまが、大阪府

薬物乱用防止功労者（団体）として知事感謝状を受領されました。

　岬町保護司会は、特に青少年の薬物乱用が深刻化する中で、平成16年度から毎

年、岬中学校において「STOP THE 薬物」

というテーマで「ダルク（当事者団体）」及

び「フリーダム（支援者団体）」 のメンバー

を迎えて薬物乱用防止講演会を開催し、当

事者達の生の声を届けることで、生徒達の

薬物根絶意識を醸成すると共に薬物乱用防

止啓発活動を推進されています。

　今後とも、薬物の「ダメ・ゼッタイ」普

及運動にご協力をお願いします。　　　　　　　　保健センター　☎492－2424　

　住民のみなさまのボランティア活動をサポートすること
を目的に、広報「岬だより」でみなさまの活動紹介をはじ
めたいと思います。自薦・他薦は問いません。楽しい記事
をお寄せください！
▼第１回募集期間：1月10日（水）～２月20日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　（役場執務時間内受付）
▼募集要領：次の項目に添って紹介記事を600字以内にま
とめて、郵送またはご持参ください。
　　①活動されている個人又はグループ名
　　②連絡先（代表者の住所・氏名・電話番号）
　　③活動内容についての紹介（活動をはじめた時期・
　　　動機、構成人数、主な活動場所や時期、どのよう
　　　な活動なのか等）
　　④特にPRしたいこと
　　⑤活動を紹介した写真（1～2枚）

▼応募・問合せ先：〒599－0392（住所不要）　
　岬町役場　秘書課　岬だより担当宛　☎492－2769　

※この企画は、「広報岬だより住民活動支援記事掲載要
綱」の掲載基準に基づき、今まで紹介させていただく機会
がなかった住民のみなさまのボランティア活動を紹介する
ための記事を募集するものです。
※ 応募いただいた記事は、岬だより４月号からの掲載を
予定しています。また、応募多数の場合は、順不同により
順を追って紹介させていただきます。
※ 応募原稿・写真については、返却できませんのでご了
承ください。
※「広報岬だより住民活動支援記事掲載要綱」は秘書課に
ご請求ください。

岬町保護司会のみなさまが

大阪府薬物乱用防止功労者として知事感謝状を受領！

みなさまの活動を紹介します！みなさまの活動を紹介します！ このまちが好きだから　このまちの人が好きだから　

　まちおこしのために　こんな活動をしています！

このまちで　さまざまな活動をされている

　みなさまへ　記事大募集！

写真は、岬町保護司会 塩崎会長から
町長室で報告を受けた時のものです。

で

き ご と



「みさき健やか親子21」（計画期間：2001年～2010年）の中間評価を実施しました！

岬町のすべての親と子が健やかに暮らせるまちづくりをめざして

　｢みさき健やか親子21｣　は、岬町のすべての親子が健やかに暮らせることをめざして、21世紀の母子保健の課題
解決に向けた取り組みを設定し、平成13年度からスタートしました。
　また、中間年の2005年（平成17年）には実施状況を評価し、新たな重点課題５項目を設定しました。計画期間の
後半となる今年から５年間は、新しい５つの重点課題も含め、課題の解決に向けて、住民のみなさま・行政・保健セ
ンター・関係機関が力を合わせて、｢みさき健やか親子21｣の目標達成に向けてに取り組んでいきましょう。

①思春期保健対策の向上

②生後4か月までに全乳幼児の
　状況把握に取り組む

③児童・肥満児を減少傾向へ

④年代に応じた食育の推進

⑤むし歯のない3歳児を80％以上

　今後も、より一層「岬町のすべての親と子が健やかに暮らせる町づくり」をめざし取り組んでいきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼問合せ　保健センター　☎492－2424

新たな５つの重点課題

～ 母子保健の向上をめざします ～

保健
センター

行政

関係機関

住民

安全に
妊娠・出産できる

安心して
子どもを

産むことができる

思春期を
心身共に健康で
乗り切る

ことができる

子どもが豊かに
元気に成長発達
ゆとりをもって
安心して育てる
ことができる

障害や疾病が
あっても関係

機関が連携し地域で
子どもを育てる
環境がある

４つのめざす
イメージ

■現在の岬町の母子保健の状況（岬町の現状をわかりやすく表にまとめました）

健康診査受診状況
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妊婦 １か月児 ６か月児 １歳６か月児 ３歳６か月児
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むし歯予防の状況（2歳児）
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90

100％

予防接種の状況（1歳6か月児）

う蝕患率 歯磨き習慣がある おやつ時間を決める フッ素塗布受けるＢＣＧ接種 三種混合1期 麻しん

平成15年度 平成16年度 平成17年度

健診を受け子どもの健やかな成長を確認
しましょう！

予防接種は忘れずに受けましょう！ 丈夫な歯は、むし歯予防から！



健 康 ス ケ ジ ュ ー ル

保健センター
☎ 492‐2424・2425予 防 接 種

子 ど も の 健 診 ＆ 相 談

健 康 相 教 室談 ＆ づ く り健 康

4 か 月 児 健 診

３歳６か月児健診

発達クリニック

保健師健康相談

健 診 ・ 相 談 の 種 類

対　　　象

日 時 ・ 受 付 ・ 次 回 健 診 日 場　　所

場　　所

（離乳食講習会・ＢＣＧ同時実施）

（要予約）

平成18年９月生

乳幼児・児童

１月30日（火）受付時間は個別通知でお知らせします。
※母子手帳の受付は正午～　次回は２月27日（火）

２月８日（木）受付時間は個別通知でお知らせします。
※母子手帳の受付は正午～

１月23日（火）午後１時30分～３時、小児科医師・発達
相談員の相談あり。詳しくは保健センターまで。

乳幼児育児・健康相談 乳 幼 児 １月15日（月）午前10時～正午　　次回は２月５日（月）

平成15年７月生
　　　　８月生
　　　　９月生

相 談 ・ 教 室 日 時 ・ 定 員 ・ 予 約 受 付

どなたでも

接　　種　　名 対　　　　象

対　　　　象

日 時 ・ 受 付 場　　　所

保健センター

保健センター

保健センター

第１期初回：生後３か月～90か月未満（できるだけ初回を
　　　　　　12か月までに）３～８週間隔で３回接種
第１期追加：３回目終了後12か月～18か月の間に１回接種

３ 種 混 合
（ジフテリア・
　破傷風・百日咳）

１月18日（木）
午後１時～２時15分
次回は２月20日（火）

１月15日（月）、29日（月）、２月５日（月）
いずれも午後１時～２時まで。

生後３か月～６か月未満　１回接種Ｂ Ｃ Ｇ
１月30日（火）
午後１時30分～２時
次回は２月27日（火）

※毎月10日までの健康スケジュールは、前月号に掲載しています。

※母子手帳の
受付は正午～

「石綿の健康影響の評価調査のための検診」追加実施について

　大阪府では、泉南地域で過去に石綿にばく露した可能性のある方に、

継続した検診を受けていただき、石綿の健康への影響を検討するための

調査を実施していますが、お申し込み多数のため検診日を追加して実施

します。

▼日時　２月８日（木）　午前９時30分～午後３時

▼場所　泉南市総合福祉センター　あいぴあ泉南

▼費用　無料（要事前予約）

▼対象　平成２年以前に泉南地域に在住されていた現在40歳以上の方で、

　　　　石綿にばく露した可能性があり、毎年検診を受けることができ

　　　　る方

▼内容　18年度は問診・胸部エックス線検査・胸部ヘリカルCT検査（そ　

　　　　の後は年１回胸部エックス線検査、数年毎に胸部ヘリカルCT検　

　　　　査を実施。）

▼申込・問合せ　大阪府泉佐野保健所 地域保健課　☎462－7701

　親子の交流や仲間づくりの場と

して保健室を開放します。気軽に

ご利用ください。

○とき　１月17日・24日・31日

　　　　２月７日（毎水曜日）　

　　　午前10時～正午

○内容

　１月17日・31日　自由遊び

　１月24日　おもちゃライブラリー

　２月７日　絵本とおはなしを楽しむ会

　　※おもちゃと絵本は、それぞ

　　　れ10時30分からです。

○ところ　保健センター

ほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブ
in 保健センター
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の単身入居者資格に該当すれば申し

込みできます。詳しくはお問い合わ

せください。

○岬町営住宅条例で規定されている

収入基準に適合する方

○家賃の支払能力のある方

○連帯保証人がある方

▼ 入居予定　平成19年３月以降

▼ 応募期間　１月９日～19日

▼応募用紙の配布

　下記窓口で１月５日～19日まで

　配布します。

▼ 応募申込受付・問合せ

○役場　事業課　建築係（午前９時

～午後５時30分）☎492－2736

○岬町人権多奈川地域協議会

（午前9時～午後5時）☎492－3270

○岬町人権淡輪地域協議会

（午前9時～正午）☎494－1508

※ただし、いずれも土曜・日曜は除

きます。

　建設工事、測量・建設コンサルタ

ントの入札参加資格審査申請の受付

を行います。岬町が発注する建設工

事等を受注しようとする業者は、登

録が必要ですので必ず申請してくだ

さい。

▼受付期間

　２月８日（木）～２月15日（木）

　午前９時30分～午後４時

（正午から午後１時まで、また期間

　中の土日祝日は除く。）

※町内及び準町内業者は郵送不可。

▼受付場所

　　岬町役場２階会議室

▼提出書類（申請用紙）等

　国土交通省統一様式及び岬町独自

　様式

　※申請要領及び町独自様式を総務

　法制課法制文書係で配付していま

　す。また、岬町ホームページ

（http：//www.town.misaki.osaka.jp/）

　でも、要領・町独自様式をダウン

　ロードすることができます。

▼登録期間

　町内業者及び準町内業者

　　　　…平成19年度格付期間中

◆建設工事等入札参加資格
　審査申請について

　　町外業者…平成19・20年度

※町内業者とは

　建設業の許可を受けた主たる営業

所の所在地が岬町の区域内にある法

人（商業登記簿に記載された本店所

在地が本町の区域内にあること。）

又は個人（岬町の住民基本台帳又は

外国人登録原票に記載又は登録され

ていること。）で、法人にあっては

法人町民税、個人にあっては個人町

民税を納付している業者。

※準町内業者とは

　建設業の許可を受けた主たる営業

所の所在地が本町の区域外にあり、

支店若しくは営業所の所在地が岬町

の区域内にある法人（商業登記簿に

支店登記された所在地が岬町の区域

内にあること。）で、当該支店等が、

建設業の許可を有し、常時従業員を

配置し、岬町と工事の見積、入札及

び請負契約の締結について権限を有

し、且つ、法人町民税を納付してい

る業者。

▼問合せ

　総務法制課　法制文書係

　　　　　☎492－2721（直通）

　声伸ばし、空缶積み、豆つまみ、

傘バランス、１分間ジャンケンな

ど、関空を舞台にお友達や親子で楽

しい遊びの記録に挑戦していただき

ます。各種目チャンピオンには金メ

ダルを進呈します。

　よしもと人気タレントの「レギュ

ラー」や「ロザン」らが登場し、大

会を盛り上げてくれますので、みな

さまお誘い合わせのうえ、お越しく

ださい。

▼日　時　２月４日（日）　

　　　　　午前11時～午後６時

▼場　所　関空エアロプラザ２階

　　　　　　　　　イベントホール

▼参加費　無料

▼問合せ　関西国際空港（株）

　　　　　　ターミナル営業部

　　　　　　　　　　☎455－2080

関空News

関空発！

よしもとプロデュース

チャレラン大阪大会
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　農業委員会等に関する法律の規定

により、農業委員会委員選挙人名簿

の作成のため、登録申請を受付けま

す。次の要件を満たされる方は申請

してください。（選挙人名簿に登録

されていない方は、農業委員会委員

選挙で投票することはできません。）

▼申請要件

○岬町に住所を有すること

○満20歳以上の者

　（平成19年３月31日現在）

○耕作面積が10アール以上の耕作業

務を営む者

○次の①～②のいずれかに該当する

者

①耕作の業務を営む者の同居の親族

　又は配偶者で年間60日以上耕作に

　従事している者

②耕作面積が10アール以上の農地に

　ついて耕作の業務を営む農業生産

　法人の組合員又は社員であって、

　年間60日以上の耕作業務に従事し

　ていると農業委員会が認めた者

▼申請期限　１月10日（水）

▼申請・問合せ　地域振興課

　　　　　　　　　　☎492－2749

◆農業委員会委員選挙人名
　簿の登録申請について

申請・募集

▼ 募集住宅

①多奈川小田平住宅　１戸(３LDK)

　住戸番号：2402

②多奈川平野北住宅　２戸(３LDK)

　住戸番号：1402・2002

▼ 応募者資格

　次のすべての条件を満たす方

○現在、住宅に困窮している方

※持ち家の方は、原則として申し込

みできません。

○平成18年12月１日現在、町内在住

または在勤の方

○現に同居者があり、同居者を含む

入居人数が３名以上である方

※ただし、単身の方でも公営住宅法

◆町営住宅入居者募集

立文化会館）２階

※南海電車「泉佐野駅」下車

▼内　容

○就労相談会（受付17：00終了）

・ニートサポート相談（要予約）

・自己発見・相談コーナー

・個別相談

・ワンポイント相談

・適職診断コーナー

・ハローワークコーナー

○セミナー（②～⑤は要予約）

①「わくわくワーク寄席」

　　13：30～14：30

　　　出演：桂茶がま　他

②「就職試験を乗りきる法」

　　14：30～16：00　定員20名

③「社会人基礎力講座」

　　16：00～18：00　定員30名

④「若者向けの親子就労講座」　　　

　15：00～16：00　定員20名

⑤「ファシリテーション技術入門

　講座」※教員向け

　　16：30～18：00　定員30名

▼主　催

　泉佐野、JOBカフェOSAKA（設

置運営：大阪府・（財）大阪労働協

会）・大阪府総合労働事務所

▼共　催

　泉南市、阪南市、田尻町、熊取町、

岬町等

▼問合せ・申込

（財）大阪労働協会

　　ジョブカフェ事業部

　　　　☎　 06－4794－7355

　　　FAX　06－6943－6776

地 域 振 興

◆岬町商工会「日曜朝市」
　開催のお知らせ

　岬町商工会では、毎月第２日曜日

に「日曜朝市」を開催しています。

　当日は、多くの出店者を予定して

いますので、多数の方々のご来場を

お待ちしています。

▼日時　１月14日（日）

　　　　午前９時～正午

▼場所　岬町商工会・駐車場

※来月は、２月11日（日）です。

　なお、出店者を募集していますの

で、ご希望の方は事務局までお申し

込みください。

▼申込・問合せ

　岬町商工会 事務局

　☎492－3311／FAX492－2389

◆JOBカフェOSAKA　in　
　せんなん（泉佐野）開催

　就職を希望している34歳以下の若

者、その保護者または教員などを対

象として、「ＪＯＢカフェＯＳＡＫＡ　

  in  せんなん（泉佐野）～若者と保

護者のための就労相談・就職セミナ

ー～」を開催します。

▼とき　１月26日（金）

　　　　13：00～18：00

▼ところ　泉の森ホール（泉佐野市

大阪府内の事業所で働く方に適用される
産業別最低賃金が決定しました！

 大阪府最低賃金

 塗料製造業

 機械・金属製品製造関連産業

 電気機械器具製造関連産業

 鉄鋼業

 非金属関連産業

 自動車・同附属品製造業

 各種商品小売業

 自動車小売業

平成18年９月30日

平成17年10月31日

平成18年10月31日

平成18年11月30日

　　712円　

　　830円

　　807円

　　784円

　　817円

　　802円

　　754円

　　793円

　　781円

　　　　　最低賃金件名　　発効年月日 　　時間額　

▼問合せ　大阪労働局労働基準部賃金課　☎06－6949－6502・または最寄
　　　　　りの労働基準監督署まで



岬
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
h
tt
p
:/
/w
w
w
.t
o
w
n
.m
is
ak
i.o
sa
ka
.jp
/

　昭和14年10月31日までに生まれた

65歳から70歳未満の方で、非課税世

帯に属する方及び65歳以上の主たる

生計維持者の合計所得が125万円以下

である世帯に属する方は、申請によ

り医療にかかる自己負担割合が１割

になります。申請のあった月の初日

から適用になりますので、お早めに

申請してください。

　ただし、申請される方が社会保険

等の被扶養者である場合は、扶養し

ている社保本人の方の非課税証明も

必要となります。社保本人の方が課

税されている場合は、老人医療（府

制度）の助成を受けることができま

せん。

◆老人医療（府制度）におけ
　る医療費の助成について

　65歳以上の方で次の各号に該当す

る方は、申請により医療機関窓口で

負担する額が一定金額となる「一部

負担金相当額等一部助成証明書」を

交付することができます。

ア　身体障害者及び知的障害者医療

　費助成事業の医療費助成の受給要

　件を満たす方

　・１級又は２級の身体障害者手帳

　　をお持ちの方

　・ 重度の知的障害者

　・ 中度の知的障害者で身体障害者

　　手帳をお持ちの方

イ　ひとり親家庭医療費助成事業の

　医療費助成受給要件を満たす方

　・18歳に到達した年度末日までの

　　子のひとり親等

ウ　精神保健及び精神障害者福祉に

　関する法律第32条に該当する医療

　を受けている方

エ　結核予防法第34条に該当する医

　療を受けている方

オ　特定疾患治療研究事業実施要綱

　に規定する疾患を有する方

　75歳以上の方（ただし、昭和７年

９月30日生まれまでの方を含む。）

で、非課税世帯に属する方は、申請

により入院したときの食事代と自己

負担限度額の減額を受けることがで

きる「限度額適用・標準負担額減額

認定証」を交付することができます。

　申請のあった月の初日から適用に

なりますので、お早めに申請してく

ださい。

※所得判定は税情報に基づいて行っ

◆老人保健法「入院時負担
　額減額」について

◆一部負担金相当額等一部
　助成について

・老人医療受給対象者数

　　　　…2,548人（年度末現在）

・１人当たり医療費

　　　　　……………942,634円

・１人当たり受診件数………29件

・総医療費……24億183万2千円

・総受診件数……………73,664件

老人医療における各種助成のご案内と老人医療費の動向老人医療における各種助成のご案内と老人医療費の動向

ています。未申告者が世帯におられ

る場合は、非課税世帯とすることが

できません。必ず税申告を済ませた

うえで、助成を受けることができる

かを老人医療担当にお問合せくださ

い。

※左記の条件に加えて、所得制限が

ありますので、詳しくは老人医療担

当までお問合せください。

　高齢化や医療技術の進歩などによ

り、医療費が年々増えています。医

療費が増えると、給付の費用を補う

ために保険料の引き上げなども考え

られます。わたしたちの負担を増や

さないためにも、日頃から健康づく

りや上手な受診を心がけ、医療費を

節約しましょう。

①毎日の食事に気を配り、運動や休

　養などを取り入れ、健康づくりに

　努めましょう。

②定期的に健康診断を受け、病気の

　早期発見、早期治療を心がけまし

　ょう。

③かかりつけのお医者さんを持ちま

　しょう。

④同じ病気で複数のお医者さんに受

　診する（重複受診）のはやめまし

　ょう。

▼老人医療に関するお問い合わせは、保険年金課 保険年金係 ☎ 492－2705までご連絡ください。

　親子で一緒にあそびませんか？

●とき　1月11日（木）午前10時～11時

●ところ　子育て支援センター

●対　象　１歳児～就学前児

●内　容　お正月遊び・子育て相談

●持ち物　着替え・帽子・お茶・タオル

●問合せ　多奈川保育所　☎495－5001

所庭開放のお知らせ

▼とき・ところ

　1月10日（水）多奈川保育所

　1月17日（水）深日保育所

　1月24日（水）淡輪保育所

　いずれも午前10時～11時

▼内容　所庭遊び・子育て相談

　　　（紙芝居も見ます！）

▼持ち物

　着替え・帽子・お茶・タオル

▼駐車場　各保育所駐車場

▼問合せ

　　○淡輪保育所☎494―3567

　　○深日保育所☎492－4955

　　○多奈川保育所☎495－5001

幼児教室のお知らせ幼児教室のお知らせ お気軽にご利用ください！幼児教室のお知らせ

◆岬町の老人医療の現状
　　（平成17年度）
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　成人おめでとうございます。

年　　金

◆成人を迎えるみなさまへ

◆源泉徴収票が送られます

１月の粗大ゴミの受付は次の地区が対象です

淡輪地区　1・2・3・4・5・6・7・8・9・10　
　　　　　　・11・12・13区・望海坂
孝子地区　上孝子・中孝子・下孝子

　国民年金や厚生年金保険などの老

齢を支給事由とする年金（老齢基礎

年金・老齢厚生年金・老齢年金・通

算老齢年金など）を受けている全員

の方に「平成18年分公的年金等の源

泉徴収票」が１月末迄に社会保険業

務センタ－から送付されます。

　この「源泉徴収票」には平成18年

中に受けられた年金額、源泉徴収さ

れた所得税額、介護保険料額などが

記載されていますので、所得税の確

定申告をする際は、添付書類の一つ

として必要になります。もし紛失や

未着、または、２枚以上必要な場合

は貝塚社会保険事務所で再交付の申

請をしてください。（申請の際は、

年金証書と印鑑をご持参ください。）

　なお、障害年金や遺族年金などは

課税対象となっていないため、「公

的年金等の源泉徴収票」は送付され

ません。

▼問合せ

　役場　保険年金課　☎492－2705

◆いきいきネット相談支援
　センターに専用電話が開
　設しました

○専用電話　☎492－2955　

○メールアドレス　　　　　　

　　csw@town.misaki.osaka.jp 

　「いきいきネット」は、役場・社

協・福祉・病院・学校など町内のさ

まざまなところとつながって、生活

についての問題を地域で一緒に考え

る岬町のネットワークです。

▼問合せ

　地域福祉課福祉係内

　いきいきネット相談支援センター

福　　祉

さい。

■ 国税電子申告・納税システム

　（e-Tax）をご利用ください。

　自宅やオフィスなどから、インタ

ーネットを利用して国税に関するさ

まざまな手続きができるシステムで

す。

　税務署や金融機関の窓口に行かな

くても手続きができますので、時間

や距離の制約を軽減でき、事務の簡

素化、効率化にもつながります。こ

の機会に是非ご利用ください。

▼e-Taxホームページ

　　http：//www.e-tax.nta.go.jp

▼問合せ　泉佐野税務署

　　　　　　　　　　☎462－3471

◎粗大ゴミ受付センターへ１月５日（金）～１月19日（金）までに電話でお申
　し込みください。

◎空カン・空ビン以外の金属類、ガラス類（陶器類、蛍光灯類含む）の収集
　は次のとおりです。

　※なお、家電製品については、形が小さくても粗大ごみの取り扱いになり
　　ます。
◎粗大ごみ等の臨時ごみの搬入手続きは岬町美化センターで行なっています。
　認印を持参のうえ手続き後、センター職員の指示に従い処分してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民生活課　生活環境係

奇 数 月　　ガラス類〔コップ、ガラス等〕、陶器類〔茶碗、植木鉢
　　　　　　　 等〕、電球類〔蛍光灯、丸球等〕
偶 数 月　　金属類〔なべ、やかん、かさ、菓子缶、乾電池等〕

第1土曜日　　淡輪地区（望海坂、岬公園含む）
第3土曜日　　深日、多奈川、孝子地区

申込先　☎４９２－６４０８

は、役場保険年金課国民年金の窓口

や、貝塚社会保険事務所にご相談く

ださい。

▼問合せ　貝塚社会保険事務所

　　　　　　　　　　☎431－1122

　役場　保険年金課　☎492－2705

　ところで、みなさまは国民年金に

ついて何か考えたことがあります

か？

　「年金なんて興味ない」とか「年

金なんか先の話」などと思っていま

せんか？

　国民年金をはじめとする公的年金

制度は、現役世代が納めている保険

料を、年金受給者（高齢者世代）の

年金として支給する「世代と世代の

支え合い」で成り立っています。ま

た、年金は老後だけでなく、怪我や

病気などで障害が残ったときや、妻

や子を残して亡くなったときにも遺

族の生活を支えます。

　さらに、国が責任を持って運営し

ているために安心です。

　国民年金は、誰もが20歳になった

ら加入し、保険料を納めることにな

っていますが、経済的な理由などで

保険料のお支払いが困難なときは、

保険料の免除制度や、保険料の納付

を猶予することができる若年者納付

猶予制度があります。

　また、学生の方の場合は、保険料

の納付を猶予することができる学生

納付特例制度があります。くわしく
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税

◆税務署からのお知らせ

◆職業相談

９時～午後５時、地域就労支援セン

ター（文化センター内）で。

　障害者、母子家庭の母親、中高年

齢者、若年者等の就労困難な方を対

象に、就労の支援をします。問合せ

は、地域就労支援センター　☎492－

0341まで。

　月、火、木、金曜日（祝日は除く）

の午前９時～午後５時、文化センタ

ーで。電話連絡の上、ご来館くださ

い。問合せは、文化センター☎492

－0304まで。

　納税義務者、土地及び家屋等の状

況に異動があった場合、申告や届出

が必要な場合があります。申告等が

ない場合は、特例措置等の適用が受

けられない場合や賦課更正ができな

い場合などもありますので、ご承知

◆各種申告・届出について

おきください。

【申告や届出が必要な場合】

▼相続人代表者指定（変更）届

　所有者または納税義務者の方がお

亡くなりになった場合、相続登記さ

れるまでの間の納税代表者を定める

必要がありますので届出をしてくだ

さい。また、代表者を変更する場合

も届出をしてください。

▼納税管理人指定（変更）申告書

　納税義務者の方が町外や外国へ転

出する等やむを得ない理由により税

を納付することが困難な場合は、納

税管理人を定める必要がありますの

で届出をしてください。また、納税

管理人を変更する場合も届出をして

ください。

▼共有資産納税義務代表者指定（変

更）届

　共有資産について、納税義務者の

代表者の届出をしてください。また、

代表者を変更する場合も届出をして

ください。

▼住所（所在地）・氏名（名称）変

更届出書

　岬町以外に住所がある方で、住所

（所在）や氏名（名称）の変更があ

った場合は届出をしてください。

▼未登記家屋所有者届出書

　登記がされていない家屋について

は所有名義人の届出をしてください。

▼未登記家屋名義変更届出書

　登記がされていない家屋の名義を

変更する場合は届出をしてください。

▼家屋取りこわし届出書

　家屋を取りこわした場合は届出を

してください。

▼住宅用地申告書

　居住の用に供する家屋が建ってい

る宅地には課税標準額の特例措置が

適用されます。（適用要件有）居住

用建物を建築した場合は届出をして

ください。また、居住用建物を取り

こわした場合も届出をしてください。

▼非課税適用申告書

　地方税法に規定する非課税の用途

に供している場合は届出をしてくだ

さい。

▼減免申請書

　生活保護を受けておられる方、公

益のために直接専用されている場合、

　会社や個人等で工場・商店などの

事業を営んでいる方で、その事業の

ために所有し、使用している資産（構

築物、機械装置、船舶、車両、運搬

具、工具、器具及び備品等）をお持

ちの場合は、毎年１月１日現在の状

況を申告していただく必要がありま

すので、申告期限内に忘れずに申告

しましょう。

▼申告先　税務課　課税係

　（固定資産税担当）☎492－2757　

◆償却資産の申告について

申告期限　1月31日（水）

■ 平成18年分所得税確定申告書の

　提出と納税は3月15日（木）まで

　です！

【確定申告説明会の開催日程】

▼１月29日（月）

　泉南市総合福祉センター

　　　　　　（あいぴあ泉南）

▼１月30日（火）

　阪南市立文化センター

　　　　　　（サラダホール）

▼１月31日（水）

　泉佐野市立文化会館　

　　　　　　（泉の森小ホール）

※各会場とも、開催時間は午後２時

～３時30分までです。

※当日、申告書の個別作成指導及び

申告書等の受付は行っておりません。

●申告書 自分で書いて お早めに！

　税務署では、納税者の方が確定申

告書や収支内訳書をご自身で作成し、

職員は作成のためのアドバイスのみ

行う、「自書申告」を推進しています。

「自書申告」は、すべての納税者の

方が自己の責任において適性な申告

と納税を行うという、申告納税制度

の本旨に基づいたものです。

　納税者のみなさん一人一人が申告

納税制度の本旨を十分ご理解いただ

き、「前年分の申告書控」「所得税

の確定申告の手引き」等を参考に、

ご自身で申告書を正しく作成し、早

めにご提出ください。

■ 平成18年分消費税確定申告書の

　提出と納税は4月2日（月）まで

　です！

　個人事業者の方で、平成16年分の

課税売上高が１千万円を超える方は、

平成18年分において消費税の申告・

納付を行っていただく必要がありま

す。

　消費税の期限内納付に備えて「納

税資金の積立て」をお願いします。

　また、金融機関の預金口座から納

付できる振替納税をぜひご利用くだ

火災などの災害を受けた場合は届出

をしてください。

▼問合せ　税務課　課税係

　（固定資産税担当）☎492－2757　

お気軽に

　ご利用下さい
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人 の 動 き
平成18年12月1日現在

世帯数

人　口
男
女

　７， ７８３   　（＋　３）

１８，９４１人（＋　３）

　９，９７０人（＋　１）
　８，９７１人（＋　２）　

INFORMATION

お知らせお知らせ

　１月10日（水）、24日（水）、午

後２時～５時、役場相談室で。定員

６名。予約受付は、秘書課　秘書広

報係　☎492－2769まで。

　１月16日（火）午前10時～正午、

役場相談室で。問合せは、秘書課　

秘書広報係　☎492－2769まで。

■行政相談委員　齋藤瑠美

　　　　淡輪886－1　☎494－3539

　１月19日（金）午後１時30分～３

時、役場相談室で。大阪府身体障害

者相談員、大阪府知的障害者相談員、

大阪府精神障害者相談員および町職

員が相談に応じます。予約受付は、　

地域福祉課　福祉係　☎492－2700

まで。

　電話、面接、訪問による相談を随

時、受け付けています。

■岬町地域包括支援センター

　年末年始・土日祝日を除く午前９

時～午後５時30分（役場　高齢福祉

課　高齢福祉係内）☎492－2716

■在宅介護支援センター淡輪園

　年中無休・24時間体制。問合せは

☎494－0789まで。

ての適切な助言を行います。問合せ

は、学校教育課　☎492－2719まで。

　１月５日（金）、19日（金）、午

後１時30分～３時。なお、就学相談

については随時受け付けます。問合

せは、指導課　☎492－2719まで。

　１月12日（金）午後１時～４時、

役場相談室で。消費生活専門相談員

が相談に応じます。予約受付は、地

域振興課　産業観光係　☎492－2749

まで。

　人権侵害を受けた人・受ける恐れ

のある人を対象に、迅速かつ適切な

人権保護・救済を受けられるように、

適切な助言・情報提供を行います。

■役場相談室

　１月16日（火）午後１時30分～３

時。問合せは、人権推進課　☎492

－2773まで。

■岬町人権多奈川地域協議会

　月・火・木曜日（祝日は除く）の

午前９時～午後５時。問合せは、岬

町人権多奈川地域協議会（文化セン

ター内）☎492－3270 まで。

■岬町人権淡輪地域協議会

　水・金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時。問合せは、岬町人

権淡輪地域協議会　☎494－1508 ま

で。

　岬町では、各種相談業務を実施し

ています。予約制の相談は早めのご

予約をお願いします。

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時、文化センターで。　

　生活上のさまざまな困難を抱えた

人に適切な助言を行うことにより、

相談者の自立を支援します。問合せ

は、文化センター　☎492－0304まで。

◆総合生活相談

◆法律相談

◆行政相談

◆障害者相談

◆介護相談

◆教育相談

◆消費者相談

◆人権相談

相　　談

役場へのお電話は各係の

直通番号へお願いします

役場本庁

淡輪 公民館

ふれあい

センター

センター

保健

救急車 消防車

ダイヤルイン

494-0300

495-0003

492-2424

119

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時30分、学校教育課　

（役場１階）で。各種奨学金制度に

関する情報提供や進路選択にあたっ

◆進路選択支援相談

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

◆地域就労支援相談
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◆1月5日（金）初湯・初泳ぎ無料開放！
○「プール初泳ぎ」午前10時スタート！

○「ゆう湯う初湯」午前11時スタート！

○対象者　 全員

◆1月8日（祝）「成人の日」プール無料開放！
○対象者　20歳の方に限ります。

　　　　　　※証明できるものをご提示ください。

◆1月26日（金）「ふろの日」ゆう湯う無料開放！

○対象者　岬町住民で65歳以上の方及び障害者の方

（初めてのご利用で65歳以上の方・障害者手帳をお持ち

の方は、公的な証明をお持ちください。）

※プール・お風呂等をご利用の際には利用登録カードが

必要です。

○1月5日（金）　「赤飯セット」（限定20食）

　（赤飯・エビフライ・茶碗むし・お浸し）　600円

○1月8日（祝）成人の日　「おしるこ」　　 100円

  当センターは、おかげさまで、11年目を迎えることが

できました。本年も健康づくりとふれあいの場として、

みなさまに親しまれる施設運営を心がけ、努力してまい

ります。みなさまのご来館をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタッフ一同

あけましておめでとうございます！

新年は、1月5日（金）からオープン！

新 春 特 別 事 業新 春 特 別 事 業新 春 特 別 事 業新 春 特 別 事 業

日 月 火 水 木 金 土

5 6

7

14

8 9 10 12 13

15 16 17 18

11

41 2 3

19 20

22 23 24 25 26 27

30 31

21

2928

カレンダー

＝
休
館
日

ピアッツァ５

1 

月

レストラン ちのみ とくとく情報レストラン ちのみ とくとく情報

○開催日時・内容

　2月　4日　生活習慣病とその予防について（講義①）

　　　11日　生活習慣病とその予防について（講義②）

　　　　　　　自宅でできるトレーニング①

　　　18日　水中運動

　　　25日　自宅でできるトレーニング②

　※いずれも10：30～12：00

○開催場所　2月　4日　会議室

　　　　　　　　11日　会議室・フィットネスルーム

　　　　　　　　18日　プール

　　　　　　　　25日　フィットネスルーム

○対　象　16歳以上の男女　　

○定　員　15名　　○参加費　4000円

　※電話申込み不可。プール受付窓口までお越しください。

○問合せ　プール管理事務所　☎495－0040

特別事業のご案内
◆生活改善セミナー（全4回）

生活習慣を見直しプール＆フィットネスルームで体を動かしましょう

ー申込受付は1月7日（日）午前10時からー

ハーブ＆フラワー

　施設内で四季を通じてお手伝いをしていただける、園芸

ボランティアを募集しています。お花が大好きな方のご協

力をお願いします。

園芸ボランティア募集！

利用者の声

Q．お風呂の温度設定は？

A．7月～9月…　大浴槽　41℃・小浴槽　40℃

　10月～6月…　大浴槽　42℃・小浴槽　41℃

　なお、現在の温度は、大浴槽42℃・小浴槽41℃に設定

しています。

　利用者のみなさんの体感温度で「熱い・ぬるい」の温度

差が生じるため、大浴槽と小浴槽別に温度に違いをつけて

います。

利用者の声
利用者の方より次のようなご質問をいただきました。

○開催日　１月28日（日）13：30～（ロビー）

○指　導　荒木タミ子先生　　○費　用　500円

○申込・問合せ　まちづくり住民会議

　　　　勝野 ☎492－4633・辻 ☎492－3886

岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会
童謡をうたう会
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